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米子市人権情報センタ
◯ゅ◯ー◯ま◯ん◯ら ◯い◯つ  
よなごの人権フォーラム‘１０

 

 
日時 

 

（京

ﾐﾆ･ｺﾝｻｰﾄ

解説

場所

そしてすべての人々に伝えていこうという取り組みです。 

ください。 
第１２２号 平成２２（２０１０）年 

都教育大学教育実践総合ｾﾝﾀｰ教授）

 

１９７０年代に、数多くのフォーク歌手によって歌われ広められた「竹田の子守唄」

の原曲は、京都市伏見区竹田の被差別部落改進地区に伝承されてきた唄です。 

明治の後期から大正期にかけて歌われたこの唄は、差別の厳しさと生活の貧しさの中

で、家計を助けるため学校に行くこともなく子守りを続けた１０歳前後の女の子たち

によって、歌い継がれてきました。現在１４の歌詞が確認されていますが、ひとつひ

とつの歌詞に、こうした守り子たちの思いが込められています。 

この原曲が伝承されてきた改進地区では、当時の守り子たちの子どもや孫に当たる世

代の女性たちが、２００１年に開催した「第６回ふしみ人権の集い」を契機に、これ

らを歌い継いでいく取り組みを始めました。それは、単に地元の歌を歌うというとい

うことではなく、差別の中を生き抜き、差別のない社会をめざして子どもを育ててこ

られた先人たちの願いや思いが込められた文化としてこの唄を受けつぎ、次の世代に、
「人権文化の継承と創造」をめざして、部落解放同盟

改進支部女性部のみなさんが歌う「竹田の子守唄」「竹

田こいこい節」、そして「竹田長持唄」に耳を傾けて
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（米子市冨士見町５０－１）

演題 
 

被差別部落の歴史についての研究は、近年めざましい深まりと広がりが見られます。 

部落差別の歴史をどのようにとらえ、どのように活かしていくのか、今求められています。

学校や地域で人権啓発・人権教育を推進しておられる方、必聴です！ 

どなたでもご参加いただけますので、ぜひお越しください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米子市人権情報センター   〒683-8686 米子市東町 161－2   

℡ 0859-37-3183 Fax 0859-37-3184 

E-mail humanr@ruby.ocn.ne.jp 

URL：http://www.yonago-city.jp/jinken/index.htm 
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